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玄
関
に
は
レ
ン
タ
ル
プ
ラ
ン
ツ
。

多
肉
植
物
の
小
鉢
を
借
り
て
席
の

傍
ら
に
置
き
、
読
書
を
促
す
企
画

で
す
。
小
さ
な
緑
が
新
鮮
で
好
評

で
す
。

　

隣
に
は
除
籍
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
コ
ー
ナ
ー
。
次
の
人
に
読
み
継

が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

館
内
の
ゆ
と
り
を
生
か
し
、
読

書
や
自
習
の
空
間
が
広
が
り
ま

す
。
学
生
た
ち
に
長
年
親
し
ま
れ

る
図
書
館
の「
マ
イ
ル
ー
ム
」で
す
。

　

書
庫
に
は
蔵
書
の
２
／
３
、
約

40
万
冊
が
保
管
さ
れ
、
子
ど
も
団

体
向
け
の
児
童
書
や
障
が
い
者
向

け
の
点
字
図
書
な
ど
も
多
数
あ

り
、
出
番
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
　

司
書
の
粟あ

わ

津づ

原は
ら

主
事
は
「
か
つ

て
図
書
館
は
無
料
の
貸
し
本
業
と

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
課
題
の
解
決
こ
そ
が
現
代

の
図
書
館
で
す
」
と
語
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
例
示
し
ま
し

た
。

　

お
は
な
し
会　

各
館
で
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
定
期
的
に

開
催
さ
れ
、
幼
少
時
の
情
操
教
育

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ　

市
民
の
有
識

者
を
講
師
に
、
多
分
野
に
わ
た
る

公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
は
、
ホ
タ
ル
の
ラ
イ
ブ
観
察

を
講
座
の
後
半
に
行
い
ま
し
た
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス　

図

書
館
の
資
料
を
活
用
し
、
学
び
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
広

く
信
頼
で
き
る
情
報
源
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
支
援　

蔵
書
の
種
類

も
広
げ
、
若
者
の
起
業
や
就
職
へ

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
企
画
も
構
想

中
と
の
こ
と
で
す
。

　

松
本
の
図
書
館
は
、
中
央
図
書

館
と
10
の
分
館

に
分
散
し
て
、

蔵
書
は
約
１
４

０
万
冊
あ
り
ま

す
。

　

各
館
は
予
約
・

貸
出
や
返
却
を

チ
ー
ム
と
し
て

連
携
し
あ
い
、

身
近
な
声
に
応

え
て
い
ま
す
。

　
「
本
離
れ
」
が

進
む
と
い
わ
れ

る
今
日
で
す
が
、

利
用
者
が
減
ら

な
い
と
い
う
市

立
図
書
館
に

は
、
学
び
に
応

え
る
揺
る
が
ぬ

姿
勢
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
11
月
に
実
施
さ
れ

た
第
10
回
全
国
公
民
館
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
全
市
版
の
館
報
が

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
公

民
館
報
を
対
象
に
、
企
画
・
表

現
力
・
紙
面
構
成
・
発
行
頻
度

な
ど
を
、
公
益
社
団
法
人
全
国

公
民
館
連
合
会
が
審
査
す
る
も

の
で
す
。
全
市
版
は
平
成
26
年

度
に
初
め
て
奨
励
賞
を
受
賞

し
、
今
回
は
２
度
目
で
す
。

　

近
年
で
は
令
和
２
年
度
の
鎌

田
地
区
と
令
和
４
年
度
の
芳
川

地
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
励
賞
の

受
賞
実
績
が
あ
り
、
松
本
市
各

地
区
版
公
民
館
報
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

※

公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
直

近
の
発
行
３
号
分
の
紙
面
が
審

査
対
象
に
な
り
ま
す
。

館
内
に
入
る
と

発
信
基
地
と
し
て

図
書
館
は
寄
り
添
う

公
民
館
報
ま
つ
も
と
全
市
版
が

奨
励
賞
を
受
賞

松
本
の
図
書
館
は 

今

松
本
市
公
民
館
報

ア
ー
カ
イ
ブ
は

こ
ち
ら
か
ら

多
様
な
企
画
を
展
開
す
る

松
本
市
中
央
図
書
館
を
訪
ね
て

おはなし会　6月25日は 23 人の親子が参加、楽しみました

書庫で出番を待つ蔵書

奨励賞の盾

松 本 市 公 民 館 報 【全市版】2025（令和７）年　7　月　30　日（水） ②



梅
雨
に
入
る
頃
、
道

路
脇
で
あ
の
花
を
見

か
け
る
時
期
と
な
っ

た
。
あ
ち
こ
ち
で
咲

い
て
お
り
、
黄
色
く

て
き
れ
い
な
花
だ
と

思
っ
て
し
ま
う
が
、

特
定
外
来
生
物
で
、
繁
殖
力
が
と

て
も
強
い
。
あ
の
花
と
は
「
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
で
あ
る
▼
花
び

ら
の
先
が
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
て
、

花
の
真
ん
中
部
分
も
黄
色
い
事
が

特
徴
。
鮮
や
か
な
黄
色
で
、
つ
い

き
れ
い
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、

毎
年
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
繁
殖

力
の
強
さ
に
は
び
っ
く
り
し
て
し

ま
う
。
河
川
敷
で
お
花
畑
の
よ
う

に
、
沢
山
咲
い
て
い
る
。
今
年
も

こ
の
花
を
見
る
と
、
昨
年
以
上
に

増
え
て
し
ま
っ
た
と
思
う
▼
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
咲
き
出
す
と
、

駆
除
活
動
を
目
に
す
る
事
も
多
い
。

生
き
物
の
命
を
奪
う
事
に
心
を
痛

め
て
し
ま
う
が
、
在
来
種
の
生
態

を
崩
し
て
し
ま
う
。
必
要
な
作
業

だ
と
思
う
よ
う
に
し
た
い
▼
在
来

種
へ
の
被
害
を
防
ぎ
、
そ
の
よ
う

な
悲
し
い
事
態
を
起
こ
す
可
能
性

を
減
ら
す
た

め
に
も
、
外

来
生
物
を
持

ち
出
し
て
拡

散
さ
せ
る
事

は
防
ぐ
べ
き

で
あ
る
。

聞
か
れ
ま
し
た
。
実
際
に
作
っ
て

み
る
こ
と
で
、
生
活
に
取
り
入
れ

て
も
ら
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

代
表
の
石
橋
淳あ

つ

光み

さ
ん
（
信
州

大
学
工
学
部
１
年
）
は
、「
大
学

生
で
あ
る
私
た
ち
の
視
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
い
」
と
意
気
込
み

ま
す
。今
後
は
、よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
レ
シ
ピ
冊
子
の
制
作
や
料

理
教
室
の
実
施
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
ご
み
を
分
解
し
て

堆
肥
を
つ
く
る
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を

木
材
で
手
作
り
し
、
大
学
内
に
設

置
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
注
目
で
す
。

　

本
町
は
、天
正
10
（
１
５
８
２
）

年
に
小
笠
原
貞
慶
が
深
志
城
を
取

り
戻
し
、
松
本
城
と
改
め
た
後
、

最
初
に
造
っ
た
町
人
町
で
す
。

　

外
堀
東
側
の
市い

ち

辻つ
じ
・
泥ど

ろ

町ま
ち

の
町

屋
を
全
て
女
鳥
羽
川
の
南
に
移
し

ま
し
た
。
善
光
寺
街
道
に
沿
っ
た

中
町
・
東
町
と
の
親
町
３
町
の
一
つ
。

大
手
橋（
千せ

ん

歳さ
い

橋ば
し
）か
ら
袖そ

で

留と
め

橋ば
し（
緑

橋
）
ま
で
の
大
き
な
町
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら

は
各
種
の
問
屋
が

軒
を
連
ね
る
荷
物

の
集
散
地
で
、
商

都
松
本
の
経
済
の

中
心
地
で
し
た
。

組
め
る
活
動
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
松
本
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
協
力
で
行
わ
れ

た
料
理
教
室
に
は
11
人
が
参
加

し
、「
丸
ご
と
ピ
ー
マ
ン
バ
ー
グ
・

玉
ね
ぎ
だ
け
の
モ
チ
モ
チ
焼
き
・

キ
ャ
ベ
ツ
の
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
」

を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
こ
れ
な
ら
一
人
暮
ら
し
で
も
料

理
に
挑
戦
で
き
そ
う
」
と
の
声
が

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
松
本

市
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
20
代
は
食
品
ロ
ス
の
意
味
や

問
題
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
改

善
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
に
松

本
市
役
所
と
松
本
市
内
の
大
学
生

に
よ
る
「
食
品
ロ
ス
削
減
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
で
や
り
く
り
が
難

し
く
食
材
が
余
っ
て
し
ま
う
経
験

か
ら
、
少
な
い
材
料
で
簡
単
に
作

れ
る
レ
シ
ピ
を
ま
と
め
た
冊
子
の

作
成
・
配
布
や
、
料
理
教
室
の
企

画
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
食
品
ロ

ス
問
題
に
対
し
て
、
手
軽
に
取
り

簡
単
レ
シ
ピ
を
実
践

広
が
る
活
動
の
幅

若
者
の
挑
戦

め
ざ
せ
！

　 
食
品
ロ
ス
削
減

め
ざ
せ
！

　 
食
品
ロ
ス
削
減

視 点

22

活動の詳細
はこちら！

教室の様子
地域交流の機会にもなります

●
公
民
館
長

第

一

第

三

城

東

島

立

新

村

寿

台

入
山
辺

里
山
辺

内

田

奈

川

降
簱　
清
人

青
木　
宏
元

橋
本　
眞
一

百
瀬
也
寿
之

手
塚　
　
剛

百
瀬　
康
弘

百
瀬　
行
敏

手
島　
　
学

梅
北　
幸
男

奥
原　
広
幸

●
公
民
館
主
事

中

央

中

央

中

央

中

央

大

手

白

板

庄

内

鎌

田

松

南

新

村

小
嶋　
克
巳

横
山　
宗
功

中
村　
香
奈

村
井　
瑞
規

小
林　
　
泰

武
本
健
太
郎

飯
ヶ
濵　
功

田
中　
瑞
恵

大
石　
健
爾

増
澤　
　
賢

第

一

第

三

東

部

城

北

安

原

白

板

庄

内

鎌

田

横
沢　
　
敏

上
條　
恒
嗣

降
旗　
賢
一

尾
日
向
智
子

大
和　
　
靖

北
野　
町
子

大
野
田
彰
孝

南
雲
多
榮
子

松

南

島

内

中

山

新

村

神

林

笹

賀

芳

川

　
寿　

寿

台

松

原

岡

田

入
山
辺

里
山
辺

白
澤　
幸
男

川
上　
　
弘

小
林
ち
え
み

山
口　
　
茂

藤
澤　
良
彦

大
丸　
由
美

村
田　
正
幸

滝
沢　
　
新

江
藤　
弘
子

曽
根
原　
豊

増
沢　
忠
芳

大
澤　
深
志

西
村　
孝
也

神

林

四

賀

安

曇

羽
田　
大
樹

林　
　
祥
平

奥
原　
裕
樹

今

井

内

田

梓

川

波

田

大
学
生

大
学
生

大
学
生

野
尻　
和
彦

横
山　
美
和

森　
　
鉄
雄

宮
澤　
典
子

大
畑　
彩
葉

米
田　
美
優

蓮
本
あ
や
め

令
和
７
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
７
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
７
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

館
報
全
市
版
編
集
委
員

館
報
全
市
版
編
集
委
員

館
報
全
市
版
編
集
委
員

（
令
和
７
年
７
月
30
日
現
在
）

旧
町
名
碑
め
ぐ
り
1深志2丁目

松本郵便局
駐車場

N
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神
林
神
社
の
一ひ

と

柱は
し
ら

が
諏
訪
明
神

で
、
往
年
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

「
穂
屋
と
は
神
聖
な
場
所
」
を
意

味
し
て
い
る
た
め
、
穂
屋
郷
と
い

う
地
名
が
伝
承
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
神
林
に
は
、

ス
ス
キ
の
生
い
茂
っ
た
原
野
が

あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

地
区
内
に
あ
る
福
応
寺
の
山
号

は
、
神
林
山
と
書
い
て
「
ほ
や
の

さ
ん
」
と
読
み
ま
す
。

　

神
林
の
由
来
は
、
明
確
な
こ
と

が
伝
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、「
神
の
林
」
と

言
う
意
味
で
、
同
じ

読
み
方
で
全
国
的
に

多
い
地
名
の
「
上
林
」

と
は
、
意
味
が
全
く

違
い
ま
す
。

　

歴
史
と
し
て
は
、

下
神
遺
跡
の
発
掘
調

査
に
よ
り
、
平
安
時

代
に
「
草く

さ

茂も
の

庄し
ょ
う

」
と

言
う
荘
園
が
あ
り
ま

し
た
。

　

鎌
倉
時
代
は
神
林

　

明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
に
上

神
林
村
・
下
神
林
村
・
水み

ず

代し
ろ

村
・
梶か

じ

海か
い

渡ど

村
の
４
ヶ
村
が
合
併
し
神
林

村
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

神
林
の
地
名
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し

た
が
、
室
町
時
代
ま
で
は
「
穂
屋

郷
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

穂
屋
は
諏
訪
神
社
の
御み

射さ

山や
ま

祭

り
に
関
係
の
あ
る
言
葉
で
、
神
事

用
の
仮
屋
の
屋
根
を
ス
ス
キ
の
穂

で
造
り
、
そ
れ
を
穂
屋
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。

松本平の野鳥たち

スズメよりずっと小さな小鳥。体の大きさの割に目が
大きめで、くりっとしていて可愛らしく人気の高い夏鳥。
枝から飛び上がり、空中で飛ぶ虫をくわえてまた元の
枝に戻る行動をとることから、フライキャッチャーとも
呼ばれる。アルプス公園でも、市街地の公園でも見か
けることができる。

コサメビタキ （2024年6月松本市内田　写真提供：信州野鳥の会）

花火あがって
ヒマワリ咲いて

光る夏の日、元気にしてる?

（撮影 ： 2025.6.21 繩手通り）

まつもと散歩

12

再
発
見
!!

ま
つ
も
と
地
名
が
た
り

神
林
の
由
来
と
歴
史

穂
屋
郷
と
い
う
言
い
伝
え

で
生
誕
し
た
高
僧
、
法ほ

っ

燈と
う

円え
ん

明み
ょ
う

国こ
く

師し

（
名
前
は
覚か

く

心し
ん

）
が
活
躍
し
ま

し
た
。
食
に
も
通
じ
、
宋
か
ら
み

そ
や
し
ょ
う
ゆ
の
醸
造
法
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
当
初
は
、
４
ヶ
村

と
も
松
本
藩
の
領
地
で
し
た
が
、

後
に
上
神
林
村
と
水
代
村
と
下
神

林
村
の
一
部
が
幕
府
領
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

上
神
林
村
は
川
東
・
寺じ

家け

・
南

荒
井
・
町
神
の
４
町
会
、
下
神
林

村
は
下
神
町
会
、
水
代
村
は
川
西

町
会
、
梶
海
渡
村
は
梶
海
渡
町
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
作
ら
れ
た
「
神
林

の
歌
」
に
〝
七
区
の
契
り　

温
か

く
〞
と
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
、
和

を
重
ん
じ
協
調
性
の
あ
る
風
土
を

築
い
て
い
ま
す
。

昔の地名を残している水代橋

出典：国土地理院（地理院地図を加工して作成）

信
州
ま
つ
も
と
空
港
の
北
側
に
位
置
し
、
歴
史
と
自
然
と

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
調
和
し
た
魅
力
的
な
地
域

「
穂ほ

屋や

郷ご
う

」と
も
言
わ
れ
て
い
た

「
穂ほ

屋や

郷ご
う

」と
も
言
わ
れ
て
い
た

神
林
地
区

神
林
地
区

旧
村
名
と
現
在
の
７
町
会

梶海渡

下神

町神寺家

南荒井

川東
川西

下神遺跡

サンプロアルウィン

水代橋

福応寺神林神社

寺家

卍

神林地区町会図
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